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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成23年11月4日(2011.11.4)

【公開番号】特開2010-73108(P2010-73108A)
【公開日】平成22年4月2日(2010.4.2)
【年通号数】公開・登録公報2010-013
【出願番号】特願2008-242465(P2008-242465)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｔ   7/00     (2006.01)
   Ｇ０６Ｔ   1/00     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/232    (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/91     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｔ   7/00    ５１０Ｂ
   Ｇ０６Ｔ   1/00    ３４０Ａ
   Ｈ０４Ｎ   5/232   　　　Ｚ
   Ｈ０４Ｎ   5/91    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成23年9月16日(2011.9.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像から顔画像を認識する顔画像認識手段と、認識した前記顔画像の特徴を抽出する特
徴抽出手段と、抽出した前記顔画像の特徴情報を記憶する特徴情報記憶手段と、を有する
画像処理装置において、
　前記特徴情報に対応して前記特徴情報記憶手段に記憶される特徴情報ＩＤを生成するＩ
Ｄ生成手段を備え、
　前記特徴情報ＩＤには、該画像処理装置の固有番号を示す情報が含まれることを特徴と
する画像処理装置。
【請求項２】
　取得した画像における顔画像から前記特徴抽出手段により抽出された特徴情報と、前記
特徴情報記憶手段に既に記憶されている特徴情報とが、同一の顔に対する特徴情報である
か判定する判定手段と、
　前記判定手段により同一の顔に対する特徴情報であると判定された場合に、前記特徴情
報記憶手段に既に記憶されている特徴情報に対応する特徴情報ＩＤをメタ情報として、前
記取得した画像に付与して記憶する記憶手段と、
　を備えることを特徴とする請求項１記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記記憶手段は、前記取得した画像における顔画像の位置情報を、前記取得した画像に
付与して記憶することを特徴とする請求項２記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記特徴情報ＩＤには、前記画像処理装置の個別の型名を示す情報が含まれることを特
徴とする請求項２または３記載の画像処理装置。
【請求項５】
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　前記特徴情報ＩＤは、個人名の情報と関連付けられることを特徴とする請求項１乃至４
のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項６】
　外部装置から特徴情報を取得する取得手段を有し、
　前記特徴情報記憶手段は、前記取得手段にて取得された前記特徴情報を記憶することを
特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項７】
　前記取得手段は、前記外部装置から前記特徴情報とこれに対応する特徴情報ＩＤを取得
し、
　前記特徴情報記憶手段は、前記取得手段にて取得された前記特徴情報と前記特徴情報Ｉ
Ｄを記憶することを特徴とする請求項６記載の画像処理装置。
【請求項８】
　前記取得手段は、前記外部装置から前記特徴情報と該特徴情報が抽出された画像を取得
し、
　前記特徴情報記憶手段は、前記取得手段にて取得された前記特徴情報を記憶し、
　前記記憶手段は、前記取得手段にて取得された前記画像を記憶することを特徴とする請
求項６または７記載の画像処理装置。
【請求項９】
　外部装置から特徴情報と該特徴情報が抽出された画像を取得する取得手段を有し、
　前記記憶手段は、前記取得手段にて取得された前記画像を記憶し、
　前記判定手段は、前記取得手段にて取得された特徴情報と、前記特徴情報記憶手段に既
に記憶されている特徴情報とが、同一の顔に対する特徴情報であるか判定し、
　前記特徴情報記憶手段は、前記判定手段により同一の顔に対する特徴情報であると判定
されなかった場合にのみ、前記取得手段にて取得された特徴情報を記憶することを特徴と
する請求項２記載の画像処理装置。
【請求項１０】
　画像から顔画像を認識する顔画像認識工程と、認識した前記顔画像の特徴を抽出する特
徴抽出工程と、抽出した前記顔画像の特徴情報を特徴情報記憶手段に記憶する特徴情報記
憶工程と、を実行する画像処理装置における画像処理方法において、
　前記特徴情報に対応して前記特徴情報記憶手段に記憶される特徴情報ＩＤを生成するＩ
Ｄ生成工程を備え、
　前記特徴情報ＩＤには、該画像処理装置の固有番号を示す情報が含まれることを特徴と
する画像処理方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　上記目的を達成するために、請求項１記載の画像処理装置は、画像から顔画像を認識す
る顔画像認識手段と、認識した前記顔画像の特徴を抽出する特徴抽出手段と、抽出した前
記顔画像の特徴情報を記憶する特徴情報記憶手段と、を有する画像処理装置において、前
記特徴情報に対応して前記特徴情報記憶手段に記憶される特徴情報ＩＤを生成するＩＤ生
成手段を備え、前記特徴情報ＩＤには、該画像処理装置の固有番号を示す情報が含まれる
ことを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００１２】
　また、請求項１０に記載の画像処理方法は、画像から顔画像を認識する顔画像認識工程
と、認識した前記顔画像の特徴を抽出する特徴抽出工程と、抽出した前記顔画像の特徴情
報を特徴情報記憶手段に記憶する特徴情報記憶工程と、を実行する画像処理装置における
画像処理方法において、前記特徴情報に対応して前記特徴情報記憶手段に記憶される特徴
情報ＩＤを生成するＩＤ生成工程を備え、前記特徴情報ＩＤには、該画像処理装置の固有
番号を示す情報が含まれることを特徴とする。
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